
ＪＲ旅客会社の基準単価・基準コスト等について

 ＪＲ旅客会社 （ＪＲ旅客会社とは、北海道旅客鉄道株式会社、東日本旅客鉄道

株式会社、東海旅客鉄道株式会社、西日本旅客鉄道株式会社、四国旅客鉄道株式会社

及び九州旅客鉄道株式会社の６社の総称です。）の基準単価・基準コスト等は、
次のとおりです。

１．基準単価

  平成18年8月１日以降にＪＲ旅客会社が運賃改定の申請を行う
場合の基準単価の算定は、次式により行います。

      基準単価

（１） 線路費    線路延長１キロ当たり基準単価
9,429.165 0.501 -37,665.796

      車両密度（対数）  雪量
          （線路費とは、線路や路盤の維持補修、作業管理に要する経費です。）

（２） 電路費    電線延長１キロ当たり基準単価
6.210 35.734 -417.765

   電車密度 電車線割合
          （電路費とは、電車線や信号設備等の維持補修、作業管理に要する経費です。）

（３） 車両費     車両１両当たり基準単価
64.980 0.423 -3,118.628

   １両当たり車両走行キロ  雪量
          （車両費とは、車両の整備補修、作業管理に要する経費です。）

（４） 列車運転費    営業キロ当たり基準単価
21.288 3,742.028 -5,607.240

   １列車１キロ当たり乗車人員  列車密度（対数)
（列車運転費とは、列車の運転や作業管理に要する経費です。なお、動力費は含まれていません。）

（５） 駅務費   １駅当たり基準単価
43.702 60,589.367 -215,733.102

    １駅当たり乗車人員      平均乗車距離（対数）
          （駅務費とは、駅の維持や乗車券の発行等に要する経費です。）
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２．ＪＲ旅客会社の平成17年度の基準単価、基準コスト、実績コスト等の状況

  平成17年度の基礎データに基づき算定した基準単価、平成17年度の施設
量及び基準単価に施設量を乗じて算定された基準コストの合計額並びにそ
れに対応する実績コストの合計額は、以下のとおりです。
  なお、基準コストは、鉄軌道業の各種経費のうち、各社共通で比較可能
な線路費、電路費、車両費、列車運転費及び駅務費の５費目（ヤードステ
ィック対象経費という。）についてその基準となるコストを示すものであ
り、輸送サービスの質や事業全体の評価を行うものではありません。
  ちなみに、旅客鉄道会社の鉄軌道業の営業費用に占めるヤードスティッ
ク対象経費の割合は６社平均で、44％です。

（１）基礎データ

x1 x2 x1 x2 x1 x2 x1 x2 x1 x2

北海道 3.897 10,226 53.002 21.524 128.923 10,226 121.241 2.690 269.153 4.023

東日本 5.177 2,941 154.981 31.265 171.761 2,941 485.091 3.542 3,479.102 3.185

東海 5.756 622 295.858 25.006 317.752 622 529.424 3.926 1,266.148 5.179

西日本 5.040 1,455 130.041 32.642 187.948 1,455 268.378 3.672 1,483.451 3.790

四国 4.275 16 78.506 23.184 141.564 16 71.949 3.201 189.314 3.842

九州 4.606 8 90.810 27.836 164.036 8 123.482 3.435 526.624 3.732

（２）基準単価
基準単価は、（１）の基礎データを基準単価算定の式に代入して求めます。

線路費 電路費 車両費 列車運転費 駅務費

北海道 4,203 681 9,584 7,040 39,780

東日本 12,622 1,662 9,286 17,974 129,288

東海 16,920 2,313 17,792 20,354 153,392

西日本 10,586 1,556 9,710 13,847 78,730

四国 2,652 898 6,087 7,903 25,325

九州 5,769 1,141 7,544 9,875 33,401

（３）施設量 （４）基準コスト合計額
         及び実績コスト合計額

線路延長 電線延長 車両数 営業キロ 駅数 基準コスト 実績コスト

（キロ） （キロ） （両） （キロ） （駅） （百万円） （百万円）

北海道 3,106.2 5,304.2 1,187 2,499.8 465 北海道 64,140 62,289

東日本 12,697.8 44,867.0 13,095 7,526.8 1,699 東日本 711,388 741,139

東海 3,325.5 13,779.8 3,308 1,970.8 406 東海 249,387 245,110

西日本 8,056.5 27,728.3 6,620 5,003.8 1,208 西日本 357,105 370,468

四国 898.4 1,752.9 456 855.2 258 四国 20,025 20,477

九州 2,764.6 9,532.2 1,687 2,121.8 556 九州 79,076 72,067

（注）「基準コスト合計額」は、線路費、電路費、車両費、列車運転費及び駅務費のそれぞれ
    について（２）基準単価に（３）施設量を乗じて算定した基準となるコストの合計であり、
    実績コスト合計はそれに対応する実績の支出額です。

列車運転費 駅務費

（単位：千円）

線路費 電路費 車両費
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